
 

2023 年 2 月 16 日（木） 

第8回筑豊臨床検査発表会を開催 

発表者の三名は緊張しながらもしっかりとした発表を

されており、大変興味深い内容の発表会となりまし

た。今回の経験を活かし、県学会等での発表に繋げ

ていただけると幸いです。 

地区役員・座長・発表者：23 名、ZOOM による

web 参加者の内レポート提出者：20 名、賛助会

員：5 名の計 48 名の多数のご参加ありがとうござい

ました。また、会場・web 参加の方より多数の質問・

意見を頂きありがとうございました。 

・演題 1 「留置カテーテル尿より Mucoid 型 MRSA

を分離した一症例」  

演者：毛利衛（社会保険田川病院） 

座長：松田陽子（飯塚病院）   

・演題２「LCMSMS を用いた薬毒物スクリーニングの

有用性」   

演者：飯野雄大（飯塚病院） 

座長：鶴﨑俊輔（社会保険田川病院） 

・演題３ 「IgA の外部精度管理での低値傾向に対

する是正対策」   

演者：水井奈々美（飯塚病院） 

座長：吉田重人（嘉麻赤十字病院） 

～回答ありがとうございました～ 

・どの発表もしっかり構成されており、これから学会にチャレンジする

に相応しい内容であったと思います。たくさんの質問もありましたの

で、受講者の興味を引く内容であったと感じました。今後の学術

活動に期待しています。 

・今回の筑豊臨床検査発表会で、発表会がどのような流れで行

われているのか、また議題に対する質問、それに対する受け答え

方、発表会自体の雰囲気を知ることができました。２番目に発表

をされていた飯野さんが質問された際に口頭だけで答えるのでな

く、事前に質問されそうな部分を調べておき、作成した資料を用い

て説明していたところは自分が発表する際に参考にしたい部分だと

思いました。また、発表された３人とも発表スライドがとても見やす

く、話しのスピードが少しゆっくりで聞き取りやすかったところも参考に

していきたいと感じました。 

・自身が普段携わってない分野での3演題の演題発表を受けた。

留置カテーテルから MRSA では細菌検査の概要、MRSA 尿路

感染症の説明、mucoid 株コロニーを形成する株についての説

明、臨床への報告考察を学び、薬物スクリーニング検査の有用性

では、薬物スクリーニングについての概要、症例から学ぶ事、パラコ

ートジグワットの説明と治療方針、診療報酬の事 IgA の外部精

度管理の是正と幅広く勉強する事ができた。貴重な講演を本当

にありがとうございました。 

 
左から演者の水井さん、飯野さん、毛利さん 

             座長の鶴﨑さん、松田さん、吉田さん 

発表会の様子 

 質疑の際に音声が途切れ聞き取りにくかったとの意見がありまし

た。質疑の際に使用するマイクなど、web 参加者の音声の状況に

も注意を払いたいと思います。 

今後は講演中はミュートして頂くよう事前にアナウンス致します。 

 

 

 

 


